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組合等ニュース
４つの温泉を巡り、癒し効果を肌で感じてみませんか？
 湯野温泉事業協同組合
萬谷英幸氏に旭日双光章受章の栄誉
 柳井機械金属協同組合
星街道サマーフェスタ～乃木さん通り土曜夜市～
 乃木さん通り商店街振興組合
■会員紹介…柳井輸送コンビナート協同組合
■全国先進組合事例

■景況動向

■特集

平成18年度山口県労働セミナーのご案内
非正規社員のキャリアアップ
 －新段階に入ったパート雇用管理－
 山口県労働政策課
「両立支援のひろば」がオープンしました！
 山口労働局
連携組織交流プラザ事業
経営革新セミナーのご案内

「中小企業等協同組合法等の
 一部を改正する法律」の概要
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特　　集

「
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
等
の

 

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
概
要

　

去
る
６
月
９
日
、「
中
小
企
業
等
協
同

組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

成
立
し
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
法
律
は
、
中
小
企
業
や
個
人
事
業
者

等
が
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
い
て
運
営

し
て
き
た
中
小
企
業
組
合
制
度
に
つ
い

て
、
近
年
、
そ
の
規
模
の
拡
大
や
事
業
の

多
様
化
に
伴
っ
て
、
組
合
が
破
綻
す
る
事

例
等
が
発
生
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
小
企
業
組
合
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
⑴
中
小
企
業
組
合
の
自
治
運

営
を
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
措

置
、
及
び
⑵
中
小
企
業
組
合
に
よ
る
共
済

事
業
（
保
険
事
業
）
の
健
全
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
講
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

同
法
律
に
よ
っ
て
、「
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
（
対
象
：
事
業
協
同
組
合
、
火

災
共
済
協
同
組
合
、
協
同
組
合
連
合
会
、

企
業
組
合
、信
用
協
同
組
合
等
）」の
ほ
か
、

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

（
対
象
：
商
工
組
合
、協
業
組
合
等
）」、「
商

店
街
振
興
組
合
法
（
対
象
：
商
店
街
振
興

組
合
等
）」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

１ 

．
事
業
協
同
組
合
全
般
に
関
す

る
具
体
的
措
置

【
組
合
全
般
に
係
る
措
置
】

⑴
役
員
の
任
期
の
変
更

　

理
事
に
よ
る
業
務
運
営
を
こ
れ
ま
で

以
上
の
頻
度
で
確
認
し
、
理
事
に
よ
る

不
正
行
為
を
防
止
す
べ
く
、
理
事
の
任

期
を
３
年
以
内
か
ら
２
年
以
内
と
短
縮

す
る
。（
経
過
措
置
：
平
成
20
年
の
５

月
頃
の
通
常
総
会
ま
で
は
適
用
し
な

い
。）（
図
１
）

　

業
務
運
営
を
監
視
す
る
立
場
に
あ
る

監
事
の
権
限
を
強
化
す
べ
く
、
監
事
の

任
期
を
３
年
以
内
か
ら
４
年
以
内
に
延

長
す
る
こ
と
と
す
る
。（
経
過
措
置
：

平
成
20
年
の
５
月
頃
の
通
常
総
会
ま
で

は
適
用
し
な
い
。）（
図
２
）

⑵ 

理
事
に
よ
る
利
益
相
反
取
引
（
理
事

の
借
入
金
債
務
の
債
務
保
証
等
）
の

制
限

　

理
事
が
自
己
又
は
第
三
者
の
た
め
に

組
合
と
取
引
し
よ
う
と
す
る
と
き
又
は

組
合
と
当
該
理
事
と
の
利
益
が
相
反
す

る
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
理

Ｈ18年 
　　　５月 

Ｈ19年 
　　　５月 

Ｈ20年 
　　　５月 

Ｈ21年 
　　　５月 

Ｈ22年 
　　　５月 

Ｈ23年 
　　　５月 

Ｈ24年 
　　　５月 ４月 

例①Ｈ18 
　　改選 

例② Ｈ19 
改選 

Ｈ24 
改選 

Ｈ24 
改選 

　Ｈ22 
　改選※ 
附則第10条 

　Ｈ22 
　改選 

　Ｈ21 
　改選※ 
附則第10条 

　Ｈ23 
　改選 

理事の権限変更：附則第11条 

例③ 

通
常
総
会 

法
施
行
日 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

　Ｈ20 
　改選※ 
附則第10条 

Ｈ18年 
　　　５月 

Ｈ19年 
　　　５月 

Ｈ20年 
　　　５月 

Ｈ21年 
　　　５月 

Ｈ22年 
　　　５月 

Ｈ23年 
　　　５月 

Ｈ24年 
　　　５月 ４月 

例①Ｈ18 
　　改選 

例② Ｈ19 
改選 

Ｈ24 
改選 

　Ｈ22 
　改選※ 
附則第10条 

　Ｈ21 
　改選※ 
附則第10条 

監事・組合員の権限変更：附則第11条 

例③ 

通
常
総
会 

法
施
行
日 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

通
常
総
会 

　Ｈ20 
　改選※ 
附則第10条 

事
会
に
お
い
て
、
当
該
取
引
に
つ
い
て

重
要
な
事
実
を
開
示
し
、
そ
の
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶
監
事
へ
の
業
務
監
査
権
限
の
付
与
等

　

理
事
に
よ
る
業
務
運
営
に
対
す
る
監

視
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、
会
計
監
査

の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
監
事
の
権
限

を
拡
大
し
、
監
事
に
業
務
監
査
権
限
を

付
与
す
る
。
た
だ
し
、組
合
員
数
が
１
、

０
０
０
人
（
予
定
）
を
超
え
な
い
組
合

に
お
い
て
は
、
定
款
で
会
計
監
査
の
み

に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
会
計
帳
簿
の
保
存
義
務

　

組
合
の
公
正
・
妥
当
な
会
計
処
理
を

推
進
す
る
た
め
、
会
計
帳
簿
に
つ
い
て

会
計
帳
簿
の
閉
鎖
の
時
か
ら
10
年
間
の

保
存
義
務
を
課
す
る
。

⑸ 

会
計
帳
簿
の
閲
覧
を
求
め
る
の
に
必

要
な
組
合
員
数
の
引
き
下
げ

　

組
合
運
営
の
透
明
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
、少
数
組
合
員
の
権
限
を
強
化
し
、

会
計
帳
簿
の
閲
覧
要
件
を
10
分
の
１
か

ら
１
０
０
分
の
３
に
緩
和
す
る
。

（図１）

（図２）
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【
共
済
事
業
を
実
施
す
る
組
合
全
般
】

⑴ 

共
済
事
業
以
外
の
事
業
と
の
区
分
経
理

２
． 

共
済
事
業
を
実
施
す
る
事
業
協

同
組
合
に
関
す
る
具
体
的
措
置

【
大
規
模
組
合
（
組
合
員
数
１
、０
０
０
人
以
上

を
想
定
）に
だ
け
、上
記
に
上
乗
せ
さ
れ
る
措
置
】

⑴
監
事
の
権
限
強
化

　

現
在
、
会
計
監
査
の
み
行
っ
て
い
る

監
事
に
業
務
監
査
権
限
を
付
与
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

⑵
員
外
監
事
制
度
の
義
務
化

　

大
規
模
組
合
に
つ
い
て
は
、
組
合
員

に
よ
る
自
治
運
営
が
機
能
し
に
く
い
た

め
、
組
合
運
営
の
状
況
を
第
三
者
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
と
の
考
え
か

ら
、
監
事
の
う
ち
一
人
以
上
は
組
合
員

以
外
の
者
と
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

る
。
な
お
、
員
外
監
事
の
導
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
組
合
の
監
事
に
つ
い
て

は
、
員
外
監
事
以
外
に
加
え
て
、
組
合

員
が
監
事
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
含

め
、
業
務
監
査
権
限
を
付
与
す
る
。

⑶
余
裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入

　

外
債
購
入
等
、
投
機
的
な
資
産
運
用

を
防
止
。
業
務
上
の
余
裕
金
を
法
律
で

定
め
る
方
法
に
よ
る
ほ
か
運
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

⑵
事
業
方
法
書
等
の
提
出
・
認
可

⑶ 

責
任
準
備
金
の
積
立
な
ど
準
備
金
に

関
す
る
規
定
の
整
備

⑷
余
裕
金
の
運
用
制
限
の
導
入

⑸
外
部
監
査
の
導
入

⑹
共
済
計
理
人
の
選
任
・
関
与

⑺
重
要
事
項
の
説
明
義
務

⑻ 

業
務
・
財
務
に
関
す
る
説
明
書
類
の

公
衆
縦
覧

⑼
員
外
利
用
の
定
義
の
見
直
し

【
特
定
共
済
組
合
（
組
合
員
数
１
、０
０
０
人

以
上
）に
だ
け
、上
記
に
上
乗
せ
さ
れ
る
措
置
】

⑴
原
則
兼
業
禁
止（
共
済
事
業
に
専
念
）

⑵ 
財
務
の
健
全
性
に
関
す
る
基
準
（
支

払
余
力
を
判
断
す
る
た
め
の
指
標
）

の
導
入

⑶ 

最
低
出
資
金
規
制
の
導
入
は
適
用
し

な
い
。

　

今
回
は
組
合
法
改
正
の
主
な
部
分
の
み

を
紹
介
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

別
冊
号
等
で
ご
紹
介
し
て
い
く
予
定
に
し

て
お
り
ま
す
。
改
正
に
伴
う
事
務
手
続
き

等
ご
不
明
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
中
央

会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

☎
０
８
３

－

９
２
２

－

２
６
０
６

　

http://w
w
w.axis.or.jp/

いろんな問題を抱え込んで困っていらっしゃいませんか？

組合等何でも相談受付中！
　本会では、中小企業等協同組合及び任意グループ等が抱える様々な問題を解決するため、各種専門家に
よる個別相談事業を実施しています。（今年度は先着順で10件を予定しています。）
　専門家は、相談する内容に応じて、弁護士、公認会計士、税理士、中小企業診断士、社会保険労務士な
どから選択することができます。
　現在直面している問題、将来発生が予想される問題など早めの相談で対処していただければと思います。
ぜひご活用下さい。
【相談例】
　・組合員の債権回収について教えて欲しい
　・従業員の採用・解雇について教えて欲しい
　・ISOの認証取得について知りたい
　・コンピュータウイルスの対応策を知りたい
　・企業のＩＴ化促進について教えて欲しい
　・退職金共済制度、401Ｋについて知りたい　etc
【経費の目安】
　経費については、総経費の２／３を中央会が負担いたします。
　専門家の事務所等での在宅相談であれば5,000円程度、専門家を組合等もしくは構成企業へ派遣する場
合は、約10,000円が組合等の自己負担額とお考え下さい。
　※お寄せいただいた相談内容が、外部に出ることは一切ございません。
【お問い合わせ】
　山口県中小企業団体中央会 企画課まで　☎083－922－2606／Fax083－925－1860



5 山口県の中小企業

事
業
者
14
社
が
集
ま
り
燃
料
の
共
同
購

入
、
共
同
配
車
、
共
同
保
管
の
た
め
の

共
同
施
設
の
設
置
等
を
主
目
的
に
組
合

を
設
立
し
た
。

　

昭
和
45
年
４
月
に
高
度
化
資
金
に
よ

り
土
地
の
取
得
、
事
務
所
、
共
同
集
配

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
行
い
、
積
極
的
な

経
済
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

組
合
運
営
を
支
え
る
執
行
部
と

事
務
局

　

主
な
組
合
事
業
は
、
共
同
施
設
利
用

事
業
、
燃
料
の
共
同
購
入
事
業
、
共
同

配
車
集
金
事
業
、
転
貸
融
資
事
業
、
研

修
会
等
の
教
育
情
報
提
供
事
業
、
組
合

　

運
送
業
界
は
、
運
賃
低
迷
に
加
え
、

原
油
の
高
騰
や
環
境
保
全
、
安
全
規
制

の
強
化
に
よ
る
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
、

事
業
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

回
紹
介
す
る
柳
井
輸
送
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

協
同
組
合
は
、名
前
に
も
あ
る
よ
う
に
、

ま
さ
に
企
業
集
団
（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
）

の
力
で
、
こ
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
打

破
す
る
た
め
様
々
な
共
同
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

積
極
的
な
経
済
事
業
を
展
開

　

組
合
は
、
昭
和
43
年
２
月
、
柳
井
市
、

玖
珂
郡
、
熊
毛
郡
の
貨
物
自
動
車
運
送

員
並
び
に
従
業
員
へ
の
福
利
厚
生
事
業
。

特
に
経
済
事
業
は
共
同
施
設
利
用
事
業

を
中
心
に
昭
和
53
年
度
よ
り
連
続
で
黒

字
を
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
共

同
配
車
に
つ
い
て
は
、
利
益
の
基
準
と

な
る
輸
送
料
金
が
下
が
り
き
び
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

役
員
は
理
事
長
１
名
、
副
理
事
長
１

名
、
理
事
７
名
、
監
事
３
名
で
、
理
事

長
を
中
心
に
各
事
業
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

迅
速
な
情
報
提
供
と
笑
顔
を
心

が
け
る

　

永
年
の
健
全
な
組
合
運
営
が
評
価
さ

れ
、
今
年
２
月
に
開
催
し
た
本
会
の
50

周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
は
、
優
良
組

合
と
し
て
山
口
県
中
央
会
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
た
。

　

事
務
局
に
は
、
組
合
に
入
っ
て
18
年

目
を
迎
え
る
河
内
職
員
が
常
勤
し
て
お

り
、
迅
速
な
情
報
提
供
と
笑
顔
を
心
が

け
、
理
事
長
の
片
腕
と
な
っ
て
組
合
運

営
に
携
わ
っ
て
い
る
。

中
央
会
へ
ひ
と
こ
と

　
先
日
の
記
念
式
典
で
は
表
彰
し
て
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
相
互
扶
助
の
組
合
精
神

〝
迅
速
〞か
つ〝
正
確
〞を
モ
ッ
ト
ー
に
！

組
合
概
要

組
合
名　

 

柳
井
輸
送
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

協
同
組
合

理
事
長　
柴　

山　
　
　

馨

住　
所　
柳
井
市
伊
保
庄
５
０
９
０

－

１

　

☎　
　
０
８
２
０

－

２
２

－

２
５
４
１

出
資
金　
３
３
、０
０
０
千
円

組
合
員
数　

12
名

に
の
っ
と
り
組
合
員
の
経
済
的
地
位
の

向
上
の
た
め
引
き
続
き
、
経
済
事
業
を

積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

柳井輸送コンビナート協同組合

研修旅行（岡山県）

会員紹介

組合事務所

物流倉庫
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組合等ニュース

ゆ
か
た
を
着
て
、湯
本
温
泉

の
街
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合

平
生
町
と
災
害
時
な
ど
の

　
　
協
力
協
定
結
ぶ

 

平
生
町
建
設
業
協
同
組
合

国
民
文
化
祭
に
向
け
て

茶
道
文
化
と

 

茶
道
菓
子
作
り
を
学
ぶ

 

山
口
県
菓
子
工
業
組
合

　

湯
本
温
泉
旅
館
協
同
組
合
（
伊
藤
孝
身

理
事
長
、
組
合
員
11
名
、
宿
12
軒
）
で
は
、

６
月
１
日
〜
８
月
31
日
ま
で
、〝
ゆ
か
た

ま
つ
り
〞
を
開
催
し
て
い
る
。

　

お
好
き
な
浴
衣
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
浴
衣
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
」
で
、
ゆ
か
た

ま
つ
り
宿
泊
プ
ラ
ン
で
申
込
み
を
す
る

と
、
女
性
に
『
浴
衣
・
帯
・
下
駄
の
３
点

セ
ッ
ト
』
又
は
『
友
禅
・
恋
衣
（
こ
ひ
ご

ろ
も
）』、男
性
に
は
『
キ
リ
ン
円
熟
２
本
』

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

今
年
の
夏
は
、
湯
本
温
泉
で
く
つ
ろ
ぎ

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、ゆ
か
た
を
着
て
、

湯
本
温
泉
の
街
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

去
る
６
月
22
日
、
宇
部
市
「
組
合
研
修

室
」
に
お
い
て
、
日
本
菓
子
専
門
学
校
の

講
師
を
招
い
て
、
茶
道
用
菓
子
を
作
る
に

あ
た
っ
て
必
要
な
技
術
と
茶
道
に
つ
い
て

の
知
識
を
学
ぶ
た
め
、
茶
道
用
菓
子
講
習

会
を
開
催
し
た
。

　

当
組
合
は
、
11
月
に
開
催
さ
れ
る
国
民

文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６
の
催
し
の
一

つ
と
し
て
、
下
関
会
場
で
行
わ
れ
る
『
大

茶
会
』
に
本
組
合
が
茶
会
の
お
菓
子
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

去
る
６
月
23
日
、
平
生
町
建
設
業
協
同

組
合
の
金
福
理
事
長
と
小
池
理
事
は
平
生

町
を
訪
れ
、
災
害
時
に
お
け
る
被
害
防
止

や
復
旧
活
動
に
協
力
を
行
う
協
定
を
結
ん

だ
。

　

町
内
で
災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
の

恐
れ
の
あ
る
場
合
、
町
の
災
害
防
止
活
動

と
復
旧
活
動
に
組
合
が
物
資
や
機
材
の
提

供
、
人
員
の
派
遣
な
ど
で
協
力
す
る
。

　

周
南
市
観
光
協
会
温
泉
資
源
活
用
検
討

会
（
田
村
和
一
会
長
、
湯
野
温
泉
事
業
協

同
組
合
理
事
長
）
で
は
、
７
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
、
周
南
市
に
あ
る
湯
野
、

三
丘
、
呼
鶴
、
石
船
の
４
つ
の
温
泉
全
て

を
利
用
す
る
と
、
も
れ
な
く
無
料
入
浴
券

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
特
典
が
あ
る
「
温
泉

巡
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
る
。

　

田
村
理
事
長
は
、「
観
光
客
の
誘
致
と

温
泉
の
利
用
促
進
が
目
的
で
あ
り
、
周
南

市
の
温
泉
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
期
待

し
て
い
る
」
と
の
こ
と
。

４
つ
の
温
泉
を
巡
り

癒
し
効
果
を
肌
で

 

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

湯
野
温
泉
事
業
協
同
組
合

（左から）金福理事長、小池理事、山田町長

湯野温泉事業協同組合の田村理事長
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去
る
７
月
７
〜
８
日
の
２
日
間
、
岩
国

市
玖
珂
町
「
み
ん
と
村
」
に
お
い
て
、
開

店
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
が
お
店
を
訪
れ
た
。

　

自
分
達
で
育
て
た
ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
の

手
作
り
の
パ
ン
（
カ
ボ
チ
ャ
パ
ン
等
）、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド

等
）、
焼
菓
子
（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ケ
ー
キ
等
）

な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。
お
い
し
い
ハ
ー
ブ

商
品
、
楽
し
い
ハ
ー
ブ
の
小
物
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

営
業
時
間
：
10
時
〜
16
時

　

定
休
日
：
水
・
日
曜
日

　

☎
０
８
２
７

－

８
２

－

５
９
８
２

　
組
合
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.k-farm

.net

乃
木
さ
ん
通
り
土
曜
夜
市

星
街
道
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

 

乃
木
さ
ん
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　

去
る
７
月
１
日
、
下
関
市
長
府
「
乃
木

さ
ん
通
り
商
店
街
」
に
お
い
て
、
星
街
道

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
〜
乃
木
さ
ん
通
り
土
曜

夜
市
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
夜
市
で
は
、
地
域
住
民
と
の
対
話

を
重
視
し
て
お
り
、
小
学
生
や
高
齢
者
等

の
地
域
住
民
に
よ
る
楽
器
演
奏
や
ダ
ン
ス

披
露
、
商
店
街
商
品
券
が
当
た
る
ガ
ラ
ポ

ン
抽
選
会
な
ど
の
催
し
物
が
あ
り
、
多
く

の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

 

（
表
紙
写
真
）

萬
谷
英
幸
氏
に

 
旭
日
双
光
章
受
章
の
栄
誉

 

柳
井
機
械
金
属
協
同
組
合

　

萬
谷
英
幸
氏
（
柳
井
機
械
金
属
協
同
組

合
理
事
長
）
は
、
平
成
18
年
春
の
叙
勲
に

お
い
て
多
年
に
わ
た
り
山
口
県
の
職
業
能

力
開
発
の
促
進
や
技
能
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
、
県
産
業
の
活
性
化
と
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
旭
日
双
光
章
受
賞

の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
。

　

叙
勲
受
章
の
栄
誉
を
讃
え
る
た
め
、
去

る
７
月
１
日
、柳
井
市「
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

ス
テ
ー
ジ　

ベ
ル
ゼ
」
に
お
い
て
、
河
内

山
柳
井
市
長
、
長
谷
川
県
議
会
副
議
長
を

は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
並
び
に
関
係
者
約

１
５
０
名
の
ご
出
席
の
も
と
に
、〝
旭
日

双
光
章
受
章
祝
賀
会
〞
が
開
か
れ
た
。

　

去
る
７
月
２
日
、
周
南
市
「
徳
山
駅
前

商
店
街
一
帯
」
に
お
い
て
、
ち
び
っ
こ
た

な
ば
た
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ア
ー
ケ
ー
ド
街
に
は
、市
内
の
幼
稚
園
・

保
育
園
児
が
願
い
ご
と
を
書
い
た
七
夕
飾

り
が
飾
ら
れ
た
ほ
か
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
金

魚
す
く
い
（
引
換
券
：
無
料
）
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
大

勢
の
親
子
連
れ
が
集
ま
り
商
店
街
は
大
い

に
賑
わ
っ
た
。

旭日双光章を受章された萬谷英幸氏

夢
を
託
し
た
七
夕
飾
り

ち
び
っ
こ
た
な
ば
た
ま
つ
り

 

徳
山
み
な
み
銀
座
商
店
街
振
興
組
合

 

徳
山
商
店
連
合
協
同
組
合
青
年
部

み
ん
と
村
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

お
い
し
い
ハ
ー
ブ
商
品
、楽
し

い
ハ
ー
ブ
の
小
物
が
た
く
さ
ん

 

企
業
組
合
み
ん
と
村
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府中家具工業協同組合
http://www.fucyu.or.jp/-kagu

　

外
部
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
共
同
開
発
す
る「
府
中
デ
ザ
イ
ナ
ー

ズ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
か
ら
発
信
す
る
ト
ー
タ

ル
な
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
フ
ァ
二
チ
ャ
ー

を
「
府
中
家
具
新
作
展
示
会
」
に
特

別
展
示
、
注
目
さ
れ
た
。

背
景
と
目
的

　

府
中
家
具
工
業
界
は
婚
姻
数
の
減

少
、
家
具
の
備
え
付
け
新
築
住
宅
の

増
加
、
住
宅
の
生
活
様
式
の
変
化
な

ど
も
あ
っ
て
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
12
年
か
ら
助
成
金

を
活
用
し
て
、
外
部
の
イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
共
同
開
発
を
目
的

と
す
る
「
府
中
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
を
立
ち
上
げ
て
、
新
感
覚
の
商

品
開
発
に
着
手
し
た
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

第
82
回
府
中
家
具
新
作
展
示
会「
府

中
家
具
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
「
日
々
良

質 Total Bed Room
 

」
を
テ
ー

マ
に
、「
府
中
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
か
ら
日
本
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ナ
ー
協
会
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
13
名
と
共

同
開
発
し
た
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
用
の
関

連
家
具
が
出
品
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
助
成
金
を
活
用
し
て
広
島

県
立
東
部
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
共

同
で
、
通
気
性
と
体
圧
分
散
に
優
れ

た
フ
ト
ン
マ
ッ
ト
レ
ス
を
開
発
し
て

お
り
、
こ
れ
を
参
加
企
業
が
考
案
し

た
ス
ノ
コ
状
ベ
ッ
ド
と
組
み
合
わ
せ

た
も
の
が
特
別
展
示
さ
れ
た
。

成
果

　

平
成
16
年
に
開
発
し
た
独
自
の

マ
ッ
ト
レ
ス
と
ス
ノ
コ
状
ベ
ッ
ド
の

組
み
合
わ
せ
は
、
翌
年
の
府
中
家
具

フ
ェ
ス
タ
で
は
「FU

TO
N
-STYLE

の
提
案
」
と
し
て
展
示
し
、
注
目
さ

れ
た
。

暮
ら
し
方
を
提
案
す
る

 
府
中
家
具
の「
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

組
合
概
要

組
合
名　

 

府
中
家
具
工
業
協
同
組
合

設　
立　
昭
和
25
年
２
月

住　
所　
広
島
県
府
中
市

 

中
洲
町
１
６
４
８

　

☎　
　
０
８
４
７

－

４
５

－

８
８
３
２

出
資
金　
５
２
、５
７
０
千
円

組
合
員
数　

28
名

小城羊羹協同組合
http://www.aile.or.jp/kaiin/ogiyokan/

　

羊
羹
の
原
材
料
で
あ
る
寒
天
や
、

薄
板
な
ど
の
包
装
材
料
の
共
同
仕
入

れ
を
行
い
、
郵
パ
ッ
ク
を
利
用
し
た

共
同
販
売
で
伝
統
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

背
景
と
目
的

　

戦
後
の
物
質
不
足
の
中
で
、小
豆
、

砂
糖
、
寒
天
等
の
原
材
料
や
、
薄
板

（
経
木
）
な
ど
の
包
装
資
材
の
共
同

購
入
の
必
要
性
か
ら
、
昭
和
27
年
に

組
合
を
設
立
し
た
。
昭
和
29
年
に
は

組
合
で
団
体
登
録
商
標「
小
城
羊
羹
」

を
取
得
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
小
零
細
企
業
の
販
売
戦

略
と
し
て
は
、
全
国
展
開
の
た
め
の

共
同
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
・
活
動
の
内
容

　

現
在
共
同
仕
入
れ
の
主
体
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
個
々
の
企
業
で
調
達
す

る
の
が
非
効
率
な
分
野
で
あ
る
、寒
天
、

抹
茶
、
薄
板
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

特
に
、
寒
天
は
消
費
者
の
健
康
志
向

か
ら
他
の
食
品
分
野
で
も
多
く
使
わ

れ
、
安
定
的
な
入
手
が
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
組
合
で
確
保
し
組
合
員

に
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
産

地
と
し
て
の
品
質
の
維
持
・
イ
メ
ー

ジ
の
向
上
を
図
り
、
産
地
全
体
の
伝

統
を
守
る
働
き
も
し
て
い
る
。

　

共
同
販
売
の
内
容
は
、
郵
パ
ッ
ク

を
利
用
し
た
全
国
向
け
通
信
販
売
で

あ
る
。

成
果

　

原
材
料
の
仕
入
れ
は
産
地
と
し
て

共
通
の
資
材
を
取
扱
い
、
産
地
の
製

品
コ
ス
ト
の
改
善
に
大
い
に
寄
与
し

て
い
る
。

　

共
同
販
売
に
つ
い
て
は
全
国
規
模

で
行
っ
て
お
り
小
城
の
知
名
度
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
貢
献
し

た
。

伝
統
あ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

 

共
に
生
き
る
羊
羹
組
合

組
合
概
要

組
合
名　

 

小
城
羊
羹
協
同
組
合

設　
立　
昭
和
27
年
３
月

住　
所　
佐
賀
県
小
城
市
小
城
町

 

２
８
３

－

６

　

☎　
　
０
９
５
２

－

７
３

－

３
３
１
４

出
資
金　
２
、９
０
０
千
円

組
合
員
数　

29
名

全国先進組合事例
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お知らせ

平
成
18
年
度
山
口
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

非
正
規
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

 
│
新
段
階
に
入
っ
た
パ
ー
ト
雇
用
管
理
│

 

山
口
県
労
働
政
策
課

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
多
様
化
す

る
パ
ー
ト
労
働

－

６
つ
の
基
準
」、「
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
主
ポ
イ
ン
ト
は
？
」、

「
働
い
て
、
ヤ
ル
気
に
な
っ
た
の
は
ど
ん

な
と
き
？
」、「
先
進
的
パ
ー
ト
労
働
の
処

遇
制
度

－

２
社
の
ケ
ー
ス
に
学
ぶ
」
の
４

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
こ
の
道
ベ
テ
ラ

ン
の
講
師
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
日
時
及
び
会
場

　

８
月
28
日
㈪　

13
：
30
〜
16
：
00

岩
国
市
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
」

　

８
月
29
日
㈫　

13
：
30
〜
16
：
00

 

宇
部
市 

「
山
口
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」

■
講　
　
師

有
限
会
社
マ
ツ
ダ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン

　

代
表
取
締
役　

 

松
田　

憲
二 

先
生

■
対
象
者

　

県
内
の
労
使
関
係
者
及
び
一
般
の
方

■
受
講
料

　
山
口
県
労
働
協
会
会
員　

２
、０
０
０
円

　
右
記
会
員
以
外　
　
　
　

３
、０
０
０
円

 

（
当
日
受
付
に
て
お
支
払
い
下
さ
い
。）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

山
口
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
８
３

－

９
３
３

－

３
２
２
１

中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
様
へ

中
小
企
業
子
育
て
支
援
助
成
金
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
！

 

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

常
用
労
働
者
１
０
０
人
以
下
の
企
業
に

お
い
て
、
育
児
休
業
取
得
者
、
短
時
間
勤

務
制
度
の
適
用
者
が
初
め
て
生
じ
た
事
業

主
に
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
期
間　
平
成
18
年
度
〜
平
成
22
年
度

（
平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
い
ず
れ

か
の
対
象
労
働
者
が
１
人
で
も
出
て
い
る

事
業
主
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

■ 
受
給
で
き
る
額
（
い
ず
れ
か
の
対
象
者
が
初

め
て
出
た
場
合
に
、
２
人
目
ま
で
支
給
し
ま
す
。）

１
人
目

・
育
児
休
業　

１
０
０
万
円

・ 

短
時
間
勤
務　

利
用
期
間
に
応
じ

60
万
円
、80
万
円
又
は
１
０
０
万
円

２
人
目

・
育
児
休
業　

60
万
円

・ 

短
時
間
勤
務　

利
用
期
間
に
応
じ

20
万
円
、
40
万
円
又
は
60
万
円

■ 

詳
細
は
こ
ち
ら
の
山
口
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.yam

aguchi.plb.
go.jp/topics/topics139.htm

l

■
お
問
合
わ
せ

　

支
給
機
関
：
山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　

☎
０
８
３

－

９
９
５

－

０
３
９
０

　

 

支
給
申
請
書
提
出
先
：
㈶
21
世
紀
職
業

財
団
山
口
事
務
所

　
　

☎
０
８
３

－

９
２
３

－

２
０
４
１

経
営
者
、人
事
担
当
者
、労
働
者
の
皆
様
へ

「
両
立
支
援
の
ひ
ろ
ば
」が

 

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

 

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
「
両
立
支
援
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
に
関
す
る
企
業
の
取
組

を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
の
両
立
支
援
に
関
す
る
取
組
や
、
一

般
事
業
主
行
動
計
画
等
を
、企
業
名
、キ
ー

ワ
ー
ド
、
企
業
規
模
、
業
種
、
所
在
地
等

で
簡
単
に
検
索
し
、
閲
覧
で
き
ま
す
。
サ

イ
ト
を
活
用
し
て
自
社
の
両
立
支
援
対
策

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

登
録
も
受
付
中
！　

登
録
フ
ォ
ー
ム
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
返
送
い
た
だ
く
だ

け
で
す
。

　

貴
社
の
両
立
支
援
に
関
す
る
取
組
や
、

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
サ
イ
ト
に
掲
載

し
、
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
も
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
「
両
立
支
援
の
ひ
ろ
ば
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w.ryouritsushien.jp/

共
同
し
て
創
業
す
る
高
年
齢
者
等
の
皆
様
へ

高
年
齢
者
等
共
同
就
業
機

会
創
出
助
成
金
の
ご
案
内

 

山
口
県
雇
用
開
発
協
会

　

45
歳
以
上
の
高
年
齢
者
等
３
人
以
上

が
、
共
同
し
て
事
業
を
開
始
し
、
労
働
者

を
雇
い
入
れ
て
継
続
的
な
雇
用
・
就
業
の

機
会
を
創
設
し
た
場
合
に
、
当
該
事
業
の

開
始
に
要
し
た
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
、

助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
条
件

　

① 

３
人
以
上
の
高
齢
創
業
者
の
出
資
に

よ
り
新
た
に
設
立
さ
れ
た
法
人
の
事

業
主
で
あ
る
こ
と
。

　

② 

高
齢
創
業
者
は
設
立
登
記
の
日
に
お

い
て
45
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

③ 

高
齢
創
業
者
は
他
の
法
人
役
員
、
雇

用
労
働
者
等
で
な
く
、
当
該
法
人
の

業
務
に
日
常
的
に
従
事
す
る
こ
と
。

　

④ 

45
歳
以
上
の
高
年
齢
者
等
を
１
人
以

上
を
継
続
し
て
雇
用
す
る
こ
と
。

■
支
給
さ
れ
る
金
額

　

創
業
経
費
の
支
援
と
し
て
、
上
限
額

５
０
０
万
円
ま
で
支
給
対
象
経
費
の
⅔

が
右
記
限
度
額
の
範
囲
内
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

対
象
期
間
は
創
業
か
ら
６
ケ
月
以
内

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
雇
用
開
発
協
会

　
　

☎
０
８
３

－

９
２
４

－

６
７
４
９
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景況動向

食
料
品

○
今
月
は
、
早
く
の
暑
さ
の
た
め
か
、
商

品
構
成
が
一
段
と
冷
菓
に
集
中
し
た
が
、

消
費
者
に
余
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
感
が
あ
り
、
売
上
に
鈍
り
が
出
た
。

 

（
菓
子
製
造
業
）

繊
維
・
同
製
品

○
繊
維
産
業
は
ま
だ
ま
だ
苦
し
い
状
態
。

 

（
繊
維
・
同
製
品
製
造
業
）

窯
業
・
土
石
製
品

○
先
月
の
生
コ
ン
出
荷
量
は
、
前
年
並
み

の
実
績
と
な
る
が
、
４
〜
５
月
の
累
計

で
は
、本
年
度
の
出
荷
見
通
し
ど
お
り
、

対
前
年
比
△
８
％
で
推
移
し
て
お
り
、

厳
し
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

 

（
セ
メ
ン
ト
・
同
製
品
製
造
業
）

一
般
機
器

○
組
合
員
の
受
注
状
況
は
、
概
ね
順
調
。

（
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
製
造
業
）

○
第
１
四
半
期
に
つ
い
て
は
、ま
ず
ま
ず
。

自
動
車
は
予
想
通
り
電
子
部
品
が
落
ち

な
か
っ
た
。

 

（
特
殊
産
業
用
機
械
器
具
製
造
業
）

鉄
鋼
・
金
属

○
最
近
、
小
規
模
事
業
の
現
役
世
代
の
高

齢
化
に
伴
い
、
後
継
者
不
足
が
顕
著
と

な
り
、
こ
れ
が
経
営
上
の
ネ
ッ
ク
と
な

り
、
事
業
閉
鎖
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。後
継
者
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
景
気
と
異
な
り
有
効
な
対
策

が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
売
上
高
は
、

昨
年
同
月
に
比
べ
、
若
干
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
販
売
価
格
の
低
下
状
況
か

ら
、
利
益
面
で
は
期
待
で
き
な
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。 

（
鉄
鋼
業
）

輸
送
機
器

○
先
行
き
好
転
の
見
通
し
は
あ
る
が
、
製

造
業
現
場
サ
イ
ド
へ
の
流
れ
が
今
一
歩
。

 

（
鉄
道
車
輌
・
同
部
品
製
造
業
）

月次景況調査結果
平成18年６月期

全国
山口

－80

－70

－60

－50

－40

－30

－20

－10

0

㈪H17.7 8 9 10 11 12 H18.1 2 3 4 5 6

（DI）

－30.8

－24.0

■業界の景況－業種別－■ ■業界の景況の推移－全国平均との比較－■
業　　　種 景況（DI値）

製

造

業

食 料 品 1

繊 維・ 同 製 品 2

木 材・ 木 製 品 1

印 　 刷 1

窯 業・ 土 石 製 品 1

鉄 鋼 ・ 金 属 5

一 般 機 器 5

輸 送 機 器 3

そ の 他 の 製 造 業 1

非
製
造
業

卸 売 業 1

小 売 業 2

商 店 街 1

サ ー ビ ス 業 2

建 設 業 1

運 輸 業 1

※DI値（前年同月比）＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）/調査対象組合］╳100
（上表、グラフについては、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

30以上5　　10以上30未満4　－10以上10未満3
－30以上－10未満2　　－30未満1

　

情
報
連
絡
員
と
は
、
山
口
県
内

の
組
合
の
中
か
ら
地
区
、
業
種
を

代
表
す
る
組
合
の
役
職
員
60
名
を

情
報
連
絡
員
に
委
嘱
す
る
制
度
で
す
。

情
報
連
絡
員
か
ら
毎
月
、
業
界
の

景
気
動
向
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、

分
析
し
て
、
行
政
面
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
に
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会（http://w

w
w
. 

axis.or.jp/chuokai/

）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
情
報
連
絡
員
報
告
】
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そ
の
他
の
製
造
業

○
業
界
全
体
が
低
迷
し
て
い
る
。
原
因
究

明
中
だ
が
、
特
に
畳
離
れ
は
粗
悪
品
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
業
者
間
の
価

格
競
争
に
よ
る
価
格
破
壊
で
不
良
品
が

出
回
っ
て
の
こ
と
か
ら
で
は
と
思
わ
れ

る
。 
（
畳
製
造
業
）

卸
売
業

○
全
般
的
に
売
上
高
（
仕
事
量
）
は
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、中
小
企
業
に
は
石
油
、

仕
入
原
価
、
金
利
（
長
期
）
等
の
悪
影

響
に
よ
り
、
収
益
面
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
周
南
地
区
の
大
手
中
心
に
設
備

投
資
、定
修
等
に
よ
り
仕
事
量
は
多
い
。

運
送
業
、
食
品
卸
等
の
売
上
は
や
や
増

加
し
て
い
る
が
、
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

り
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
。 （
周
南
市
）

○
人
材
派
遣
会
社
の
動
き
が
活
発
で
あ
る
。

季
節
商
品
の
売
上
増
。 

（
山
口
市
）

小
売
業

○
地
域
家
電
店
も
店
舗
格
差
は
あ
る
が
、

デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
Ｔ
Ｖ
は
よ
く

健
闘
し
て
い
る
。 

（
山
口
市
）

商
店
街

○
年
末
閉
店
し
た
食
品
ス
ー
パ
ー
の
購
入

客
を
吸
収
で
き
ず
、
消
費
者
は
郊
外
店

に
流
れ
た
。 

（
山
口
市
）

サ
ー
ビ
ス
業

○
６
月
に
入
り
、
梅
雨
の
た
め
客
足
も
停

ま
り
、
業
界
全
体
で
収
益
が
悪
い
。
美

容
は
、
ま
だ
ま
だ
業
界
的
に
大
き
な
ダ

ン
ピ
ン
グ
は
見
ら
れ
な
い
が
、理
容
は
、

都
会
か
ら
安
床
と
呼
ば
れ
る
大
手
の
地

方
参
入
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
に
も
定
着
し
は
じ
め
て
き
た
。

 

（
理
容
・
美
容
業
）

建
設
業

○
請
負
価
格
で
採
算
合
な
い
。
高
齢
の
従

業
員
が
多
い
。 

（
岩
国
市
）

○
例
年
、
端
境
期
を
過
ぎ
今
月
か
ら
公
共

工
事
発
注
を
望
め
る
時
期
だ
が
、
例
年

に
な
く
公
共
工
事
発
注
が
遅
い
気
が
す

る
。 

（
長
門
市
）

運
輸
業

○
駐
車
違
反
監
視
強
化
も
あ
り
、
徳
山
地

区
中
心
部
の
タ
ク
シ
ー
待
機
場
所
に
つ

い
て
、警
察
の
指
導
協
力
の
お
か
げ
で
、

御
幸
通
り
、銀
座
通
り
に
待
機
区
域（
駐

車
禁
止
だ
が
タ
ク
シ
ー
は
排
除
す
る
補

助
標
識
を
設
置
）
が
許
可
さ
れ
た
。
一

部
に
は
、反
対
意
見
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

タ
ク
シ
ー
側
も
こ
の
待
機
区
域
の
待
機

方
法
を
定
め
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
共
存

共
栄
を
目
指
し
て
い
る
。 

（
周
南
市
）

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
格
差
も
あ
り
ま
す
が
、
公
共
工

事
の
減
少
等
に
よ
り
建
築
業
全
体
の
仕

事
量
が
少
な
く
、
左
官
工
事
も
需
要
と

供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
適
正
価

格
で
受
注
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で

す
。
そ
の
た
め
、
各
組
合
員
の
企
業
努

力
で
現
状
を
乗
り
切
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

組
合
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

　

今
ま
で
左
官
業
界
は
、
左
官
の
仕
事

等
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
左
官
と
い
う
仕
事

を
売
り
込
む
こ
と
が
得
意
で
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
人
材
確
保
推
進

事
業
の
助
成
金
を
活
用
し
、
左
官
業
界

の
売
り
込
み
、
そ
し
て
各
組
合
員
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　

現
在
、
事
務
局
と
わ
が
社
（
下
野
工

業
㈱
）
の
仕
事
を
合
わ
せ
も
っ
て
い
る

関
係
上
、
仕
事
を
こ
な
す
の
で
精
一
杯

で
す
ね
。

最
後
に
組
合
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
！

　
『
明
る
く
、
元
気
に
、
前
向
き
に
』

を
前
面
に
掲
げ
、
組
合
の
理
事
・
組
合

員
全
員
が
工
夫
を
し
、
皆
さ
ん
に
わ
か

り
や
す
い
方
法
で
左
官
業
を
知
っ
て
も

ら
う
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
し
ま
す
。

下野連絡員
（山口県左官業協同組合　事務局長）
http://www.stellar.meon.ne.jp/̃yamaguchisakankumiai/main.htm

情
報
連
絡
員
の

業
界
の

声！
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産 業
賃　　　金 労 働 時 間 数 及 び 雇 用 労 働 異 動

現金給与
総　　額

所 定 内
給　　与 出勤日数 総実労働

時　　間
所 定 内
労働時間

所 定 外
労働時間

月末常用
労働者数

パートタイム
労働者比率 入職率 離職率

円 円 日 時間 時間 時間 人 ％ ％ ％

調 査 産 業 計 262,754 237,976 19.5 149.5 138.6 10.9 442,206 23.4 2.03 1.90

建 設 業 307,263 292,017 20.7 163.7 154.7 9.0 38,045 9.2 3.31 0.53

製 造 業 292,528 249,484 19.3 157.8 140.9 16.9 96,688 11.2 1.21 1.22

電気・ガス・熱供給・水道業 390,430 346,664 17.5 141.7 131.2 10.5 2,964 2.8 0.00 0.13

情 報 通 信 業 484,829 417,308 18.9 169.6 141.2 28.4 4,521 4.1 1.00 0.47

運 輸 業 278,071 237,020 20.7 181.2 153.7 27.5 31,153 3.8 2.07 1.75

卸 売 ・ 小 売 業 182,686 174,907 19.6 131.4 127.0 4.4 83,881 50.7 2.43 2.56

金 融 ・ 保 険 業 360,774 334,490 19.6 164.1 152.5 11.6 10,739 3.9 1.23 0.61

事業所規模５人以上

 毎月勤労統計地方調査結果   平成18年５月－山口県統計分析課

〔経営革新の取り組みに対して支援を受けたい〕

施策シリーズ③

経営革新支援事業
　中小企業が今日的な経営課題に即応するために行う経営革新を全業種にわたり幅広く支援します！

対象となる方
　事業内容や経営目標を盛り込んだビジネスプラン（「経営革新計画」）を作成し、都道府県または国の承認
を受けた中小企業者、組合等　　（注）経営革新計画は、以下の内容を含むことが必要です。
⑴事業内容
　これまで自社で取り組んでいなかった、以下のような新たな事業活動を行うこと。
̶新商品の開発や生産
̶新役務（サービス）の開発や提供
̶商品の新たな生産方式や販売方式の導入
̶役務（サービス）の新たな提供方法の導入その他の新たな事業活動

⑵経営目標
　経営目標として、付加価値額又は従業員一人あたりの付加価値額が年率平均３％以上伸び、かつ、経常
利益が年率平均１％以上伸びる計画となっていること。（※）付加価値額＝営業利益＋人件費＋減価償却費

支 援 内 容
　経営革新計画の承認を受けると、以下のような各種の支援策がご利用になれます。
　（注）支援策を受ける際には、別途支援機関の審査が必要です。
①政府系金融機関による低利融資制度 ②信用保証の特例 
③課税の特例（設備投資減税、留保金課税の停止） ④特許料等の減免措置 
⑤販路開拓コーディネート事業

ご利用方法
① 「経営革新計画」を作成する必要がありますので、都道府県の担当部局、中小企業支援センター、商工会・
商工会議所、シニアアドバイザーセンターなどにご相談ください。

② 「経営革新計画」が出来ましたら、都道府県または国の担当部局に申請して下さい。計画内容の審査後、
承認された場合には、承認書が交付されます。承認書は、上記の各種の支援策をご利用する際に必要にな
ります。

■お問い合わせ　　中国経済産業局産業部中小企業課　　☎082‒224‒5661
 山口県商工労働部経営金融課　　　　☎083‒933‒3180
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掛 金

給付金

●掛金月額は従業員１人につき
一口1,000円として30口ま
でです。
●掛金のご負担は全額事業主負
担です。
●掛金は全額損金または必要経
費となります。

●給付金は直接従業員へ支払
われます。

●給付金は「退職年金」と「退職一
時金」のどちらかを選べます。

山口県中小企業団体中央会　総務課
　〒753-0074　山口市中央4丁目5－16　山口県商工会館内
　　☎083－922－2606

お問い合わせ

三井生命保険株式会社 山口支社
〒750-0012
　下関市観音崎町12-12
　☎0832－34－0721

三井生命保険株式会社 徳山支社
〒745-0034
　周南市御幸通り1-11　新興ビル2F
　☎0834－31－0045

〈委託生命保険会社〉

法律で定められた
退職金支払いのための

保全措置が
講じられます。

法律で定められた
退職金支払いのための

保全措置が
講じられます。

良い従業員を
雇うために

従業員の
労働意欲を
高めるために

従業員の
退職金
積み立てに

特定退職金共済制度
のねらい

特定退職金共済制度
のねらい

退職金づくりは
　中央会の特定退職金共済で
退職金づくりは
　中央会の特定退職金共済で
退職金づくりは
　中央会の特定退職金共済で
退職金づくりは
　中央会の特定退職金共済で

平成18年度組合情報化推進研修のご案内

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

対象者　 組合等役職員、組合員・構成員従業員で、
日頃からExcel、Word等を実務において
使用されている方

受講料　無　料
申込み・お問い合わせ

山口県中小企業団体中央会
　企画課（担当：田中健）☎083‒922‒2606
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図書のご案内
新会社法　中小企業モデル定款
－株式譲渡制限会社定款参考例－

単行本・Ａ５判・234ページ
定価2,415円（税込）＜送料290円＞

申込み・お問い合わせ
　　　　山口県中小企業団体中央会
　　　　　総務課　☎083－922－2606

株
式
会
社
の
98・３
％
を
占
め
る「
中
小
企
業
」の

 

た
め
の
モ
デ
ル
定
款
を
収
録
‼

－ス
リ
ム
な
機
関
設
計
か
ら
会
社
の
成
長
に
応
じ
た
ス
テ
ッ
プ・ア
ッ
プ
に
対
応

－

●
新
た
な
株
式
譲
渡
制
限
会
社
（
非
公
開
会
社
）
の
設
立

●
既
存
の
有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社
に
移
行

●
現
在
株
式
会
社
で
あ
っ
て
実
態
に
合
っ
た
定
款
へ
の
変
更

コース名 内　　　　容 開催
場所 開 催 日

★Excel
の応用

業務で一番使用されている表計算ソ
フトの、一歩進んだ使い方や機能に
ついて体験操作することにより、効率
的な利用方法について習得します。

光　市 10月16日㈪
10：00～16：00

山口市 ９月28日㈭
10：00～16：00

★PowerPoint
の利用

最近のプレゼンテーションでは
常識化しつつあるソフトを利用し
た資料作成及びスライドショー
の操作方法について習得します。

光　市 10月17日㈫
10：00～16：00

山口市 ９月29日㈮
10：00～16：00

★Excel
の応用１

１．オプション設定について
２．縦横計算表の作成
３．基本的な各種関数

下関市

９月28日㈭
10：00～16：00

★Excel
の応用２

１．ピボットテーブル利用による集計
２．マクロの基本
３．ウラ技テクニック

９月29日㈮
10：00～16：00



　組合に入って６

年目を迎える業務

担当の竹重さんと

３年目を迎える在

庫管理等担当の其

上さん。

　「“なせばなる何

事も”をモットー

に感謝の気持ちを

忘れずに頑張って

います。（竹重さ

ん）」「健康のため、

山や海辺などの自

然を楽しみながら歩いています。（其上さん）」とのことでし

た。

　組合のＰＲをお願いしたところ、「未成年者の喫煙防止“愛

の一声運動”や街の清掃美化活動、たばこのポイ捨て防止を

呼びかけ、携帯灰皿の無料配布を行い、喫煙マナーの向上運

動を続けています。」と笑顔で応えてくれました。

編集・発行
山口県中小企業団体中央会

〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　　Fax 083-925-1860

E-mail  ycdc@axis.or.jp
http://www.axis.or.jp/
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